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研究成果の概要（和文）：  

現生人類の起源、拡散過程と形態学的多様性の進化を明らかにする目的で、米国の博物館に保
管されている人骨の頭蓋・歯冠形態の計測的、非計測的データと画像データを収集し、世界主
要 10集団約 1000個体からなる完成度の高いデータベースを構築した。これらのデータをマル
コフ連鎖モンテカルロ法および多変量正規分布のプロビット解析法にもとづき解析し、現生人
類がアフリカから外の地域へ拡散する過程について詳細な推定を行った。 
 

研究成果の概要（英文）：  
In the last decade, a near consensus has emerged in supporting single African origin of 
modern humans in east Africa.  However, the pattern of dispersal and global diversity, 
as well as colonization history of modern human populations are far from obvious and focus 
of heated debate.  In this study, equilibrium models of isolation by distance were applied 
to metric and nonmetric dental datasets for 10 major geographic samples from around the 
world.  Linear and nonlinear regression analysis showed that phenotypic similarity 
between populations decreases as the geographic distance increases, indicating that 
geographic distance is one of the significant and primary determinants of not only genetic 
but also phenotypic variation between human population groups.  The difference of 
morphological diversity within and between regional populations confirms, moreover, the 
primary role of sub-Saharan Africa in the evolution of our species.  The variation of 
East/Southeast Asians is relatively large, suggesting a complex population history such 
as possible earlier divergence and multiple migrations from outside sources.  On the 
other hand, the pattern of dental variation and affinities among major geographic 
populations indicating extreme isolation and subsequent retaining of upper Palaeolithic 
features in Australians and to a lesser extent Melanesians.  The present findings suggest 
that the global pattern of dental variation is more or less similar to that expected under 
a neutral model of genetic drift balanced by gene flow. 
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１．研究開始当初の背景 

現生人類の起源に関する研究は遺伝学的ア

プローチが圧倒的に多く、今日ではアフリカ

単一起源はほぼ確定し、むしろ出アフリカ後

の拡散ルートが研究の中心となっている。一

方、形態学分野においては、現生人類の起源

に関する研究は後期更新世化石を中心とし

ながらも、地理的変異・多様性あるいは変異

の地理的勾配など遺伝学研究との比較可能

な研究結果が、ここ 10 年で提出されてきて

いる。しかし、形態学と遺伝学の結果の不整

合に関しては多くが未解決のままである。申

請者は最近、ケンブリッジ大学との共同研究

で形態学的データから現生人類の起源、拡散、

多様性とその要因を分析し、遺伝学的学説が

形態学の立場からもほぼ裏付けられること

を Nature 誌に発表した（Manica et al. 

2007）。この結果は、遺伝学的モデルを形態

データに応用することにより、方法論的に同

じ土俵で議論したところに意味がある。 

 

２．研究の目的 

上記の背景を踏まえ、世界主要地域における

現生人類集団の頭蓋形態に関して、世界標準

となりうる world-wide データベースを作成

するとともに、種々の遺伝学モデル（特に中

立モデル）の形態データへの応用を試み、形

態学的な多様性の地理的変異の分析から、現

生人類の具体的な拡散ルートを推定する。 

 

３．研究の方法 

① 頭蓋形態（48 計測項目、24 非計測項目）

と歯牙形態（32 歯冠計測値、20 非計測的特

徴）に関するデータと画像を同時に収集する。

② 対象：アメリカ合衆国ケンタッキー大学

人類学博物館に保管されている 4〜5,000 年

前のパレオインディアン 300 個体。ニューヨ

ーク市アメリカ自然史博物館に保管されて

いる人骨のうちヨーロッパと北アフリカの

７集団、約 670 個体。③ R-matrix 法を中心

とした model-bound アプローチを応用し、遺

伝的浮動、ボトルネック効果、創始者効果、

多重移住などを明らかにする。 

 

４．研究成果 

(1) 完新世中期集団のかなりまとまったデ

ータを得た。分析の結果、アフリカを出て東

進を続けた現生人類は、東アジアまで到達し

た段階で二系統の集団に分化した可能性、あ

るいは東北アジア集団が東南アジアを起源

とする一系統のみの集団ではない可能性、を

示した。(2) ユーラシア大陸西部のデータが

ほぼ出そろった。分析の結果、現生人類の出

アフリカはバブ・エル・マンデブ海峡からア

ラビア半島南端を抜ける南ルートを通った

可能性が示された。また、西アジアから西進

した一部がヨーロッパへと広がった可能性

が示された一方、北アフリカの人々は、一度

アフリカを出た集団が、その後レバント地方

に達し、さらにその一部が再びアフリカ大陸

へ戻っていった可能性が示された。(3) こう

して世界主要 10 集団約 1000 個体からなる完

成度の高いデータベースを構築した。(4) デ

ータベースの情報を提供したオーストラリ

ア原住民のゲノム解析との共同研究では、出

アフリカ後、ヨーロッパやアジアへヒトが拡

散する以前にオーストラリアへヒトが移住

し、のちにアジアへ東進した集団と遺伝的交

流をもって、現在のオーストラリア原住民が

形成されたことを明らかにした（Rasmussen 

et al. Science 2011）。 
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